
Chi va piano, va sano. 
Chi va sano, va lontano. 

手塚育志 
 

「ゆっくりと すこやかに とおくまで」。慥か坂本繁二郎の牛の絵の解説にあった印象

に残るフレーズで、以前から寄せ書きに使っていたのですが、その出典を最近知ることに

なりました。２００２年に出版された城山三郎さんの「静かに健やかに遠くまで」のあとがき

に、イタリアの高名な経済学者 Pareto の座右の銘とあります。Pareto は、富の偏在（市場
経済では社会的資源の８割は人口の２割に集中する！）を理論的に実証した経済学者

だそうです。「piano」は、すこしずつ、「sano」は、正常な、の意を含んでいますので、現在
の社会的風潮であるダーウィンの淘汰主義「強いもの、賢いものではなく、変わることので

きるものが生き延びる」とは、対極にあるようにも思えます。本当に価値あるのは、「新しい

もの」か「変わらないもの」かも考えさせられます。 
私の研究室は相変わらず小所帯ですが、昨年末に新任の助手として足立先生を迎え

「高分子トポロジー化学」の展開を「すこしずつ」進めています。詳細は研究室のホームペ

ージをご覧ください(http://www.op.titech.ac.jp/lab/tezuka/ytsite/index.html)。なお今年の
論文には、今井先生の傘寿への献辞を付けさせていただくことができました。数学（サイ

エンスの女王）とは関係ないと思えた高分子合成化学の研究を続けるうちに、幸いにも魅

力的な「かたち」をつくるテーマに巡り合い、今年はついに数学（幾何学）専攻の先生とも

交流を持つことにもなりました。これもやはり「とおくまで」来てしまったということでしょうか 
今年は久々に上海と北京を再訪する機会に恵まれました。上海の哺東地区のライトア

ップした高層ビルの林立する夜景、そして市中の大気汚染度の電光表示は、「ブレードラ

ンナー」の世界は東京ではなく上海だったかのようです。上海で訪問した交通大学は、江

沢民（この大学の OB）時代の投資（おかげ？）で郊外の広大なサイエンスパークに移転･
新築されていました。また、東工大で最近合同大学院プログラムを開始した北京の清華

大学（胡錦濤主席の出身校）でも付設サイエンスパークへの集中的な投資で、超モダン

な高層ビルがいくつも建設中でした。その現場では、建材ブロックをロバの列が運んでく

るという、現在の Dynamic Chinaを象徴する場面にも遭遇しました。中国の top university
では研究設備も急速に整備されつつあり、若手のスタッフ、学生さんの意気軒昂の様子

はちょうど「黄金の６０年代」の日本の状況を思い起こさせるようでした。ただ、学生さんの

年代はほぼ例外なく「ひとりっこ」で、今後の社会構造の変化は日本を上回る急激なもの

になるだろうと思われます。 
同窓生の皆様には、お元気でご活躍を続けられますようお祈りいたします。よいお年を

お迎えください。 


